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手　引　き　書

教材テーマ：情報通信ネットワークの仕組み

教材Ｎｏ　：８－１

１．教材の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習対象者
  この教材は、上記テーマを学習するために、高校生向けに開発されています。


この教材では、メールやWWWを利用したことがあるか、もしくは、どんなものか知っていることを前提にします。

ねらいと効果
  コンピュータネットワークがどのような仕組みで通信を行っているか理解します。
学習の項目
  学習項目は次の順番になっております。
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２．マルチメディア教材の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

構成
教材は４段階に分かれています。

教材の流れ
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３．マルチメディア教材の実行方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「教材インストール手引書」で教材の動作環境、インストール方法、実行方法を最初にご確認下さい。
３．１　サーバーマシン


（１）Webサーバを立ち上げる。

３．２　クライアントマシン


（１）OSを立ち上げる。


（２）Ｗｅｂブラウザ（Internet Explorer）を起動する。


（３）「アドレス」に「（サーバマシンのipアドレス）/ipa/」を指定し、

             確定する。

   （４）教材リスト表が表示されるので、「情報通信ネットワークの仕組み」の「教材と手引き」欄にある“マルチメディア教材”または“汎用教材”をクリックする。
※「マルチメディア教材」「汎用教材」ともに（１）～（３）の操作は同じです。（４）で“マルチメディア教材”か“汎用教材”のどちらかを指定します。

４．教材活用授業の進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学習の進め方
  この教材は、情報通信ネットワークの仕組みを理解するため、１時限（５０分）の授業で活用できるようになっています。


  この教材では、コンピュータネットワークでどのように通信が行われているか理解する内容になっています。汎用教材を併せて活用すると、さらにどの様に通信が行われているかを理解することができます。


  この後の教材８－２では、コンピュータネットワークを利用するときの安全技術と危険性を考える内容になっており、連続して活用すると更に理解が深まります。

時間配分
  この教材を１時限の授業で活用する場合の標準的な時間配分を示します。

　　　　　　　　　　　　　　　　表１ 時間配分の目安

項　　目
　　　　　内　　容
時　間

１．導入説明
コンピュータネットワークについて導入説明をする。
５分

２．マルチメディア教材活用
(1)コンピュータをつなぐ
コンピュータの接続とIPアドレスでの通信方法を理解する。
７分


(2)さまざまなネットワークとつなぐには
ネットワーク同士の接続とインターネットでの通信方法を理解する。
７分


(3)Webページ検索情報の流れ方
Webページを表示するときの情報の流れ方を理解する。
８分


(4)電子メールのメッセージの流れ方
電子メールのメッセージの流れ方を理解する。
８分

３．汎用教材の活用
教室のLANやインターネット接続を利用して、コマンドで通信し、通信できることを確認する。
１０分

４．まとめ
コンピュータネットワークでの通信の仕組みについてまとめる。
５分

　　　　　　　　　　

５．マルチメディア教材の活用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表２ 教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.0

情報通信ネットワークの仕組み

（タイトル）


・最初から学習する場合は「コンピュータをつなごう」をクリックする。

　途中から学習する場合は、学習する項目をメニューから選ぶ。

・「要点」は必要に応じて見る。
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画面No.１
コンピュータをつなぐ


・ネットワーク接続ボタンを押して、コンピュータ同士を接続する。

・コンピュータをクリックすると「通信相手の指定」が表示されるので、相手のIPアドレスを指定して「OK」を押す。

　正しいIPアドレスが指定されていれば、相手のコンピュータにパケットが届き、応答パケットが帰ってくる。正しくないIPアドレスが指定されていると、相手に届かない。

・必要に応じて「解説」ボタンを押し、IPアドレスについての解説を使う。
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画面No.２
さまざまなネットワークをつなぐには


・ネットワーク接続ボタンを押して、ネットワーク同士を接続する。

・コンピュータをクリックすると「通信相手の指定」が表示されるので、相手のIPアドレスを指定して「OK」を押す。

　正しいIPアドレスが指定されていれば、相手のコンピュータにパケットが届き、応答パケットが帰ってくる。正しくないIPアドレスが指定されていると、相手に届かない。

・必要に応じて「解説」ボタンを押し、ネットワークの種類についての解説を使う。

画面遷移
画面操作と解説
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画面No.３
Webページ検索情報の流れ方


・自宅のコンピュータをクリックすると「WWWブラウザ」が表示されるので、URLを指定して「OK」を押す。

　正しいURLが指定されていれば、指定したWWWサーバにWebページの要求が届き、Webページが帰ってくる。正しくないURLが指定されていると、WWWサーバに届かない。

・必要に応じて「解説」ボタンを押し、ＵＲＬでの通信の仕組みについての解説を使う。



画面No.4

電子メールのメッセージの流れ方


・自宅のコンピュータをクリックすると「新規メール作成」が表示されるので、相手のメールアドレスを指定して「OK」を押す。

　正しいメールアドレスが指定されていれば、指定した相手にメッセージが届き、返事が帰ってくる。正しくないメールアドレスが指定されていると、相手に届かない。

・必要に応じて「解説」ボタンを押し、メールアドレスの仕組みについての解説を使う。



６．汎用教材使用の手引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

表３ 汎用教材の画面操作と効果的な使い方

画面遷移
画面操作と解説

汎用教材


［実習１］

（１）MS-DOSプロンプトを起動する。
・「スタート」ボタンを押し、「プログラム」「MS-DOSプロンプト」を選択する。
（２）自分のパソコンのIPアドレス等の設定を表示する。
・winipcfgと入力し、Enterキーを押す。
・IP設定が表示されるので、IPアドレスを結果欄に記入する。
（３）pingコマンドでIPアドレスを指定して通信する。
・ペアを組んで、相手にIPアドレスを教える。
・ping 相手のIPアドレス　を入力し、Enterキーを押す。
・同様に未使用のIPアドレスで通信してみる。

［実習２］
（１）MS-DOSプロンプトを起動する。（実習１で起動している場合は、やらなくてよい。）
・「スタート」ボタンを押し、「プログラム」「MS-DOSプロンプト」を選択する。
（２）tracertコマンドを使って、指定した

ＩＰアドレスの相手までの中継装置の数を調べる。
　また、中継する中継装置の数を学校内、日本、海外に通信したときで比較する。
・tracert (各学校のURL) を入力し、Enterキーを押す。
・tracert www.sorifu.go.jpと入力し、Enterキーを押す。
・tracert www.whitehouse.govと入力し、Enterキーを押す。

学習項目





１　コンピュータをつなぐ





目的　　	URLで指定したWebページがどのようにやり取りされているかを理解する。








目的　　	コンピュータ同士を接続し、情報をやり取りするときどのように行っているか理解する。（LAN）





３　Webページ検索情報の流れ方



























































［解説］URLでの通信の仕組み





［解説］IPアドレスとは





［解説］メールアドレスの仕組み








電子メールのメッセージの流れ方





Webページ検索情報の流れ方





さまざまなネットワークとつなぐには





コンピュータをつなぐ





［解説］ネットワークの種類





目的　　	ネットワーク同士を接続し、情報をやり取りするときどのように行っているかを理解する。（WAN、インターネット）








２　さまざまなネットワークとつなぐには





目的　　	メールアドレスで指定した相手にどのようにメッセージが届けられるかを理解する。





４　電子メールのメッセージの流れ方
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